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研究ノー ト

飯田市立竜峡中学校における今田人形の伝承活動について
一総合的な学習 として行 われ る郷 土芸能 の伝承 一

長坂 由美 (兵庫教育大学大学院) 奥 忍 (岡山大学教育学部)

本稿は,音楽教育学的視点から見た郷土芸能の伝承に関する質的研究の可能性について,長野県にあ

る飯田市立竜峡中学校で行われている今田人形の伝承活動に関して論述することによって,明らかにす

ることを試みたものである｡飯田市龍江地区 (旧今田村)には,約 300年に渡り郷土芸能 "今田人形 "

が伝承されてきた｡竜峡中学校では,1978年からその伝承活動がクラブとして行われてきたが,2000

年度からは新たに総合的な学習の一環として行われている｡竜映中学校における今田人形の伝承活動

は,学校教育のみならず地域社会に存在する様々な教育的 ･社会的課題を考えていく上で,多分に参考

となる事例である｡この事例を取り上げ,インタビューによって何をどこまで明らかすることができ,

その中の何を普遍化のための手がかりとすることができるかという可能性について論述する｡

キーワー ド:竜峡中学校,今田人形,伝承活動,総合的な学習, ｢地域文化｣講座

Ⅰ.はじめに

長野県の伊那谷 (現 :飯田市)には,約300年の

歴史をもつ人形浄瑠璃が今日も伝承されている｡そ

れは恐らく,淡路 ･阿波系の人形座が当地-巡業し

た際に伝えられたと考えられるが1㌦ 伊那谷では,

伝播当初から地元の素人愛好者によって神社の祭礼

等で演じられ,親しまれる芸となった｡伊那谷の人

々の人形浄瑠璃に対する思い入れの強さは,今も残

る神社境内の農村舞台の立派さや人形カシラの保有

数の多さからも十分に察せられる｡

とは言え,全国各地の郷土芸能がそうであるよう

に,伊那谷の場合も,急激な社会変化の中で人形浄

瑠璃の愛好者が減少し,第2次世界大戦前後には存

続が危ぶまれた｡しかし,辛うじてその伝承が途絶

えることはなく,.今日では飯田市内にある今臥 黒

田,早稲乱 古田の4地域にそれぞれ人形座 ･保存

会が存在し,地元の公立学校と連動して活発な伝承

活動を展開している｡

本稿では,飯田市龍江地区(旧今田村)に伝わる今

田人形之)の伝承活動を,総合的な学習のl講座とし

て行っている飯田市立竜峡中学校を取り上げ,2002

年 10月11日に同校で行った北沢彰利教諭と今田人

形座3)座員の木下文子氏-のインタビューの回答4)

をもとに,同校で実施されている総合的な学習およ

び今田人形の伝承活動に関して分析 ･論述する｡

Ⅱ.鹿田市立竜鹸中学校について

1.学校の概要

飯田市立竜映中学校は,飯田市内の川路地区,三

穂地区,龍江地区の 3地区にあった中学校が 1962

年より統合され,1965年に発足した｡南アルプ

ス,天竜川と豊かな自然に囲まれたこの学校には,

現在,以下の表に示した通り234名の生徒が在籍

し,22名の職員が彼らを指導 ･支援している｡

表1 飯田市立竜峡中学校の生徒数 (人)

男子 女子 計

1年 37 36 73

2年 41 33 74

3年 42 45 87

北沢教諭によると,生徒達は全体的に素朴で穏や

かだということである｡課外活動が盛んで,特に剣

道部や吹奏楽部は受賞歴が多く,県下に.知られてい

る｡また,生徒会が中心となり,アルミ缶や牛乳パ

ックの収集で得た資金を地域の老人ホームやユネス

コ-の寄贈 ･寄付に当てるなど,福祉活動に力を入

れている｡

2.今田人形への取り組み

その竜峡中学校では,上記のような活動に加え,
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地元の郷土芸能である今田人形の伝承活動が行われ

ている｡

この伝承活動は,1978年に ｢郷土クラブ今田人

形班｣が発足したことに始まり,1980年からは

｢今田人形クラブ｣として,毎週のクラブ時間を中

心に,今田人形座から技芸の指導者を招いて意欲的

な練習 ･公演が行われるようになった｡生徒達が練

習するのは当初から人形遣いのみで,公演時には,

地元の浄瑠璃愛好者の演奏に合わせて上演してき

た｡その後,休日も含めて課外での活動が多くなっ

たことから,他の課外活動と重複して参加できる特

別部として扱われるようになった｡

しかし,学習指導要領の改訂に伴うクラブ時間の

削減により, ｢今田人形クラブ｣もそのまま存続さ

せることは不可能となった｡北沢教諭によると,そ

の後,教職員の間では,今田人形を課外活動の1つ

にすることも考えられたが,

と述べているように,様々な課外活動の部で活躍し

ている生徒が,重複して今田人形の伝承活動に参加

できなくなることが懸念されたために却下された｡

そしてさらに,これまでクラブとして行われてき

た今田人形の伝承活動の形をできるだけ変化させる

ことなく,いかにして学校の教育課程の中に存続さ

せ,かつできるだけ多くの生徒が参加できるように

するかが検討された｡その結果,

のためにそうなって
学習の1つの,年間35時間は｡あとは,

他にまた総合的学習を学年単位で組んで

あります｡

というように,今田人形の伝承活動を主軸として総

合的な学習が構成されることとなった｡そして,

2000年度からは,以下に述べる通り,今田人形の

伝承活動が総合的な学習の ｢地域文化｣講座に組み

込まれ,今日も生徒達-の伝承が続けられている｡

3.今EEl人形を主軸とした"盤台的な学習"の構成

竜峡中学校における総合的な学習は,どの学年に

も全 70時間が確保されており,生徒達には,毎年

10月に開かれる同校の文化祭を区切りとして,2

つの学習の場が35時間ずつ設けられている｡

その1つは ｢竜峡タイム｣と呼ばれるもので,こ

れは生徒一人一人が学年に関係なく, 《国際理解》

《環境》 《健康》 《福祉》 《創作》 《文化芸術》

《地域文化》 《学校の特性》の8領域の講座の中か

ら興味関心のあるものを選択し,それぞれの課題を

共同 (個人)で追究していくものである｡もう1つ

は ｢しなおかタイム｣と呼ばれるもので,これは学

年 ･学級を母集団として, 1学年では 《地域と

私》,2学年では 《社会と私》,3学年では 《世界

と私》というテーマに沿って,地域と深く関わりな

がら課題を見つけ探求するものである｡

北沢教諭によると,この総合的な学習の構成は,

実質的には既に外部指導者を招きながら展開されて

きた今田人形の伝承活動を主軸として考案されたと

のことである｡しかし,その学習内容や学習活動に

偏りは見られず,結果として学校独自の教育課程を

生み出すことが可能となっている5)0

また,1980年以降クラブとして行われてきた今

田人形の伝承活動が組み込まれた ｢竜峡タイム｣に

関しては,
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というように,各講座を選択する時点から生徒の自

主性が尊重されている｡また,いずれの講座にも基

本的には定員がなく,生徒達には毎年,講座選択の

自由が保証されている｡それゆえに,

北沢 :一路-孟£息赦免弧 ことはあり

ますね｡

木下 :馳 エね.そのところ (講座)に入

れるでしょ,自分たちが…｡

北沢 :あの,教育課程の中に (総合的な学習-

今田人形の伝承活動が)あるから,豊あ

じゃないですか｡年間

35時間は｡それと,野球部やっててもバ

スケ (部)やってても来れるっていうと

ころがあるから,ええ｡来やすいんで

すね｡だから,結構 (吾活動 で

してるような子

拡 ゑ数とタ〉､

といように,どの生徒達にも今田人形の伝承活動に

参加できる機会と,グラブ時代以上の練習時間が確

保される結果となっている｡

3.稔合的な学習における今田人形の伝東活動

では,総合的な学習の ｢地域文化｣講座に組み込

まれた今田人形の伝承活動が,今日どのように行わ

れているかを見てみたい｡

1.｢地域文化｣講座への生徒の参加状況
2002年度現在, ｢地域文化｣講座に参加する生

徒数は表2の通り33名である｡

表2 ｢地域文化｣誇座の参加生徒数 (人)

男子 女子 計

1年 0 7 7

2年 6 1 7

3年 9 10 19

計 15 18 33

北沢教諭や木下氏の話によると,毎年, ｢竜峡タ

イム｣の講座選択時に ｢地域文化｣講座を希望する

生徒数はかなり多いとのことである｡しかし, ｢竜

峡タイム｣の各誇座には基本的に定員がないとは言

いながらも,今以上に参加人数が増えると,

木下 :去年はね,部員が(?)多かつたから,37

人だつたから, う1人 指'に て
らつて,2人で ll々 の外題を つたん
ですよoだけど,上.1 時にま つぱ

り( tl人数が 少ないから,それつて

というように;生徒一人一人の舞台出演の回数や,

技芸の指導等に限りが生じることになり,それがひ

いては生徒の意欲を削ぐことになりかねない｡その

ため, ｢地域文化｣講座では.やむなく3年生や前

年度の講座参加者を優先して人数調整がなされてい

る｡しかし,そうした調整がされながらも,今年度

の ｢地域文化｣講座-の参加生徒数は,全校生徒数

の約14%に相当する｡

また,先に, ｢竜映タイム｣の場合は,生徒達が

毎年自由に講座を選択できるということも述べた

が,この ｢地域文化｣講座に関しては,

というように,殆どの生徒が,3年間続けて ｢地域

文化｣講座を選択し,今田人形に触れている｡

2.｢地域文化｣講座の指導者

｢竜峡タイム｣の各講座では,それぞれ担当の教

師による指導 ･支援が行われている｡ ｢地域文化｣

講座の場合は,北沢教諭を含む2名の教師が担当し

ている｡今回インタビューした北沢教諭自身は,
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2000年に竜峡中学校-着任した｡担当教科は数学

で,過去に今田人形に関する経験は全くなかったそ

うであるが,総合的な学習の ｢竜峡タイム｣実施当

初から ｢地域文化｣講座の担当を務めている｡

また,先にも述べてきた通り,竜峡中学校におけ

る今田人形の伝承活動には,1978年のクラブ発足

当初から技芸の外部指導者が存在する｡1978年以

降,生徒達-の技芸指導に当たったのは,当時今田

人形の中心的指導者として知られていた木下辿彦氏

(今田人形座座員)であったoLかト 1988年に

氏が亡くなったため,それ以降は彼の妻である木下

文子氏が引き継ぎ,今日に至っている｡､

今回のインタビュー時の会話や場の雰囲気から,

今田人形の伝承活動に関わる北沢教諭と木下氏の関

係はすこぶる良いと思われたが,次の回答からも両

者が学習 ･生徒指導者,技芸指導者として互いに尊

敬し合いながら,生徒達-の指導 ･支援を行ってい

ることが推察される｡

また,北沢教諭のこうした前向きな姿勢は,学校

で郷土芸能の伝承活動が行われる場合,教師側にそ

の郷土芸能に関する経験がなくとも担当者として十

分に対応し,様々な形で生徒達-の指導 ･支援がで

きるという1つの好例であると言えよう｡

3.今EEl人形の練習

先にも触れたが,総合的な学習の ｢竜峡タイム｣

は,10月に同校で開かれる文化奈を区切りとして

35時間確保される｡その臥 ｢竜峡タイム｣は原

則として毎週木曜日の 5,6校時に設定され,文化

祭での成果発表を目標に学習が進められる｡こうし

たことから. ｢地域文化｣講座に参加する生徒達の

今田人形の練習も基本的にはその時間内に行われ

る｡しかし,後述する通り,生徒達は休日も含めて

年間約 10回の公演を行っているため,公演前には

随時練習日が設けられる｡

生徒達の練習は,1999年に建てられた今田人形

の専用練習場 ｢敬愛館｣で行われている｡また,坐

徒達が練習しているのは人形遣いのみであるため,

普段はカセットテープに録音された浄瑠璃に合わせ

て練習している｡しかし,練習,公演ともに彼らが

遣っている人形は,今田人形座が保有する本物であ

る｡生徒達の技芸指導をしている木下氏は,彼らの

練習や公演のたびに座の人形を車に積み込み,学校

や公演先-向かうC

また,今年度の ｢地域文化｣講座で練習が行われ

ている外題 (演目)は, 『寿式三番里』と 『伽羅先

代萩一致岡忠義の段-』である｡練習する外題は,

毎年,木下氏が幾つかの外題を提示し,生徒達がそ

の解説を聞いた上で決める｡なお,昨年は講座の参

加人数が多かったため,上記2外題に 『生写朝顔話

一宿屋から大井川の段-』を加えて練習していたと

のことである｡

4.今田人形の公演

｢地域文化｣講座の学習内容には,今田人形の練

習のみではなく,校外での公演も含まれている｡そ

れは,今田人形の伝承活動がクラブから総合的な学

習-,すなわち授業の一環として組み込まれた現在

も変わることはない｡生徒達は学校内外で年間約

10回の公演を行っている｡

生徒達の主な公演には,毎年8月上旬に飯田市中

心部で開催される ｢飯田人形劇フェスタ｣,10月

中旬に龍江地区で行われる大宮八幡宮秋季集札,当

校の文化県,11月下旬に飯田市黒田で開催される

｢伊那人形芝居公演｣等がある｡これらの公演日は

夏季休業中や休日となるが,

長坂 :｢人形劇フェスタ｣だとか夏休み中です

よね?大官の八幡宮のもお休み中 (休日

)ですよね?この公演がね,休日に入る

っていうことに対して,･やってる子ども

らはまだしも,お家の人も含めて,反応

ってどうですか?別に抵抗はなく?

北沢 :ああ,それはないですね.吸貝過激温良
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というように,生徒やその家庭に何ら抵抗感はない

ようである｡

また,上記の公演の他に様々な招待公演が加わ

り,生徒達は平常の授業日に公演に出かけることも

ある｡特に今年度は 11月に台湾公演が入ったた

め, ｢地域文化｣講座の生徒達は4日間の授業が受

けられないということになった｡しかし,竜映中学

校では,生徒達が授業日に公演に出かけた場合も全

て出席扱いとされ,学習の保証についても考慮され

ている｡､

5.｢地域文化｣講座の活動費

上記のように, ｢地域文化｣講座では,学校内外

での活動が盛んに行われているが,その活動費は非

常に合理的に賄われている｡

まず, ｢地域文化｣講座に参加する生徒達-のユ

ニフォーム (Tシャツ)の購入代や,彼らの学習の

まとめに使用される写真代等,生徒達の学習に直接

的に還元されるものは,飯田市からの助成金3万円

と各公演時の謝礼が当てられている｡

次に,生徒達の技芸指導に当たる木下氏-の指導

料については,飯田市から今田人形座宛に支払われ

ている｡また,生徒達が練習や公演に使用する人形

は,今田人形座から無償で借用している上,修理費

等は座の会計で賄われている｡

そして,学校外の公演にかかる諸費用は,全て公

演依頼先もしくは飯田市によって負担されている｡

ただし,公演時に生徒達と共演する浄瑠璃演奏者-

の謝礼に関しては,大宮八幡宮の秋季祭礼等,今田

人形座から学校-公演を依頼した場合は人形座から

支払われ,学校の文化祭公演の場合は学校会計から

支払われる｡

このように, ｢地域文化｣講座における今田人形

の伝承活動費は,場合に応じて市,人形厘,学校,

公演依頼先が負担することが制度化されており,い

ずれにしても生徒達の家庭には一切負担がかからな

い仕組みとなっている｡

Ⅳ.学習記録と評価
上述のように, ｢地域文化｣講座の活動は,今田

人形の練習 ･公演を専らとする｡しかし,それは総

合的な学習の一環として正規の授業時間中に行われ

ている｡そうしたことから,講座担当の北沢教諭ら

は,以下のように,生徒達に練習や公演での自分を

振り返らせたり,学習記録を残すよう指導 ･支援し

ている｡

北沢 :一略-

慧貿盈こじみたいなものは書いて,残して

って,やっておりますが...0

北沢 :基本的には, ｢竜峡タイム｣の場合は悉

二土ZA且まをやってるんですよ｡透明
クリアファイルを (生徒が)それぞれ持

ってましてね, の -単 記 は 部

壁風貌烈エム払エって,最終的には,そ

こから抽出で,ポー トフォリオを=り犀

風みたいなのを,結 "まとめ"みたい

北沢 :一略一 ｢残しなさいよ｣って,記録のも

れ 配ってあげて で,何とかまとめ

ができるようにと,してますが｡

また,今田人形の伝承活動が総合的な学習に組み

込まれたことにより,講座の担当教師には,生徒達

の伝承活動を評価することが必要となった｡竜峡中

学校における総合的な学習に関しては,
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というように,2学期に ｢竜峡タイム｣の学習を,

3学期に ｢しなおかタイム｣の学習を評価し,評価

の良い方を指導要録に記すことになっている｡

｢竜峡タイム｣の評価は,各講座担当の教師によ

ってまとめられる｡なお,北沢教諭の場合は,生徒

一人一人の普段の取り組みと学習記録のまとめから

評価を行っている｡

Ⅴ.おわりに

本稿では,飯田市立竜峡中学校において2000年度

より実施されている総合的な学習,およびその中の

｢地域文化｣講座における今田人形の伝承活動に関

して教育学的視点から論述した｡今回,同校を実際

に訪問し,2人の指導者に直接インタビューしたこ

とにより,学校教育の中で今田人形の伝承活動が開
[

始された経緯や,その伝承活動が継続している諸要

因,或いは人間関係等,量的調査では掴み切れない

内容を把握することができた｡

また,同校の伝承活動に関する事例研究は,今

徳,以下に挙げたような,学校或いは学校を含む地

域社会における教育的 ･社会的課題を考える上で,

多分に参考になると思われる｡

①総合的な学習の構成や内容

②学校における郷土芸能の伝承活動の在り方

③学校教育における地域人材 (外部指導者)の

活用

④学校と地域社会との連携

⑤地域社会における郷土芸能の伝承活動の在り方

本稿では,実際に今田人形の練習 ･公演を行って

いる生徒の実態や,彼らの詳細な活動状況を述べる

ことはできなかった｡しかし,竜映中学校における

今田人形の伝承活動には,毎年多数の生徒が参加し

ており,その伝承活動自体が20年以上に渡って継続

しているという点を明記しておきたい｡今後,竜映

中学校における今田人形の伝承活動についてさらに

調査を行い,生徒の実態等,学習者の視点からの研

究を進めたい｡

注

1)飯田市美術博物館 :『飯田市美術博物館調査報

告書 〔2〕伊那谷の人形芝居一文書目録編-』,

pp.141-192,1996年 3月

2)今田人形は,現在の飯田市龍江地区に伝わる郷

土芸能｡史料に現れるのは宝永元年 (1704年)が最

初で,氏神大宮八幡社の集札で演じられたのが始ま

りとされている｡

3)今田人形座は,龍江地区の一般の人々によって

構成される｡大宮八幡宮境内の ｢今田人形の館｣を

拠点に,毎週2回の練習と年間約 30回の公演を行

っている｡

4)本稿に取り上げたインタビューの回答は,回答

者の言葉をほぼそのまま文章化したものであるた

め,そのままでは判りづらいと思われる箇所には,

適宜 ( )を用いて言葉を補った｡また,回答者が

話の合間に発した語や,言い直しをした部分につい

ては省略している｡

5)飯田市立竜峡中学校における総合的な学習の構

想は,同校のホームページ [http:〟W .rytkyojh.

ed.iidanet.jp/]で公開されている｡
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飯田市立竜映中学校における今田人形の伝承活動について

Title:AComprehensiveLeamingActivityofTransmittingImadaPuppetShowinRyukyoJuniorHigh School.Nagano

Ymi NAGASAKA (JointGraduateSchool(Ph.D.Program)intheScienceofSchoolEducation.HyogoUhiversib,of

TeacllerEducation)

shinobuOKU(Faculb,ofEducation,OkayamaUmiversity)

Abs吐act:Inthispaper,Iovervieweda"comprehensiveleaminghour■■fortran血 ttinglmadaPuppetShowinRyukyo

Jmiorngh SchoolinIidacity,Nagano.TatsuepeoplehavetransmittedImadaPuppetShowfor300yearsorso.Imada

PuppetClubmemberinRyukyoJdorHigh Schoolhaspracticedthepuppetshowandhasperformeditsince1978･h

2000theSeven血 CourseofStudywasproclaimedandsincethen,manystudentshavejoinedthepuppetshow

activitiesincludedin "Genez711Studies"of■■comprehensiveleaninghollrlr.ImadaPuppetClubactiv吋 inRyukyoJmior

High Schoolisasuggestiveexampletoresolveeducational/socialproblenisfortransm批ingregionalmusictreaswe.

Keywords:RyukyoJmiorHigh School,ImadaPuppetShow,TransmittingActivities,ComprehensiveLeamingHour,a

col汀SeOf"LocalCulture"

- 153-


